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武松政策研究会月例勉強会

「学習障害児について」


「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査」
集計結果

  知的発達に遅れはないものの、学習面や行動面で著しい困難を持っていると担任教師が回答した児童生徒の割合は、表１に示すように６．３％である。

表１  知的発達に遅れはないものの学習面や行動面で著しい困難を示すと担任教師が回答した児童生徒の割合

	学習面か行動面で著しい困難を示す
	６．３％

	学習面で著しい困難を示す
	４．５％

	行動面で著しい困難を示す
	２．９％

	学習面と行動面ともに著しい困難を示す
	１．２％


　

　　

　

■学習障害（ＬＤ）：

学習障害とは、基本的には、全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する、推論するなどの特定の能力の習得と使用に著しい困難を示す、様々な障害をさすものである。

学習障害は、その背景として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが、その障害に起因する学習上の特異な困難は、主として学齢期に顕在化するが、学齢期を過ぎるまで明らかにならないこともある。

「公立学校の生徒の約５％が学習障害を有すると同定されている。」（ｱﾒﾘｶ精神医学会）

「６－１７歳で５．５９％」    （アメリカIDEA第22回議会報告書2000）

■注意欠陥／多動性障害（ＡＤＨＤ）：

  ADHDとは、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、及び／又は衝動性、多動性を特徴とする行動の障害で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすものである。

  また、７歳以前に現れ、その状態が継続し、中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。

「有病率は、学齢期の子供で３～５％と見積もられている。」（ｱﾒﾘｶ精神医学会1994）

■高機能自閉症（ＨＦＡ）：

  高機能自閉症とは、３歳位までに現れ、他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障害である自閉症のうち、知的発達の遅れを伴わないものをいう。

  また、中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。

■アスペルガー症候群

アスペルガー症候群とは、知的発達の遅れを伴わず、かつ、自閉症の特徴のうち、言葉の発達の遅れを伴わないものである。

今後の特別支援教育の在り方について（中間まとめ）

－  概要  －

Ⅰ　特殊教育から特別支援教育へ

①特殊教育は、障害のある児童生徒等の障害の種類や程度に対応して教育の場を整備し、そこできめ細かな指導を効果的に行うという視点で展開され、当該児童生徒の教育の機会の確保のために重要な役割を果たしてきた。

②しかしながら、障害の重度・重複化、多様化、より軽度な障害のある児童生徒への対応の必要性等、近年の障害のある児童生徒等の教育をめぐる諸情勢の変化を踏まえ、今後は、近年の厳しい財政事情等に留意して、これまでの特殊教育において蓄積された指導の経験、ノウハウ等を有効な資源として最大限に活用して、「障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握して、必要な支援を行う」という考え方を一層明確にしていくことが必要である。 

Ⅱ　特別支援教育の在り方についての基本的考え方


①障害のある児童生徒等一人一人の教育的ニーズを正確に把握して、盲・聾・養護学校をはじめ、これまで特殊教育において整備された人的・物的資源を最大限に活用して、教育、福祉、医療等の関係機関の連携の充実等により、一層質の高い教育を行う。

② 障害の状態等に応じて、教育や指導の専門性が確保されることが必要であり、教員の指導の専門性の向上、学校長、教頭等のリーダーシップの発揮に加え、学校外の多様な分野の専門家の総合的な活用を図ることが重要である。保護者も障害のある児童生徒の教育において重要な役割を担うものであり、これまで以上にその理解や協力を得て教育を行うことが必要である。

③このため、乳幼児期から学校卒業後までを通じて、一貫して関係機関の密接な連携の下、適切な教育的支援を行うことを目的とする「個別の教育支援計画」（以下、「支援計画」という。）を作成する。支援計画は、障害のある児童生徒等の成長の過程に応じて、学校、福祉関係施設等の中から適当な機関が策定するもので、計画－実施－評価(Plan-Do-See)の考え方の下で、一人一人の教育的ニーズに応じた指導目標の設定や教育的支援の内容の明確化を目的とする。

④ 支援計画の策定に当たっては、障害のある児童生徒の教育について知識や経験を有する者が中心となり、学校内においては、関係者の連携協力の確保はもちろん、学校と福祉、医療等の関係機関との連携協力が不可欠であり、関係者及び関係機関間の連絡調整を行うコーディネータ的な役割を果たす者の役割が重要である。このため、各学校にこのような役割を果たす「特別支援教育コーディネータ（仮称）」を指名するなど、指導体制の整備を図ることが必要である。 

Ⅲ　特別支援教育を推進する上での盲・聾・養護学校及び小・中学校の在り方

【  盲・聾・養護学校  】 

①盲・聾・養護学校は、障害による教育的支援の必要性が大きい児童生徒に対し適切な教育を行う学校として、今後とも重要な役割を果たすものであるが、今後は、地域において、障害のある児童生徒の教育をより適切、かつ柔軟に行えるように、障害種にとらわれない学校制度について検討する必要がある。

②また、在籍する児童生徒の教育に加えて、地域における保護者等に対する相談、小・中学校の教員への専門的・技術的な相談、巡回による指導を併せて行う等地域における障害のある児童生徒等の教育のセンター的機能を有する学校へと転換を図っていくことが求められている。
③このため、特定の障害種のみを受け入れる盲・聾・養護学校の制度から、地域の実情に応じて、教育的支援の機能を充実するとの観点から、障害種にとらわれない形で学校を設けることを可能とする制度としていくことについて、法改正を含め、具体的に検討する必要がある。この場合、どのような障害に対応した教育や相談の機能を持たせるかは、地域の実情を踏まえ、各自治体が判断することになる。 

【  小・中学校  】

④LD、ADHD、高機能自閉症のある通常の学校に在籍する児童生徒については、これまでの特殊教育の対象ではなかった。これらの児童生徒は、通常学級在籍者の６％程度と考えられ、当該児童生徒に対する教育的支援を適切に行うことは緊急かつ重要な課題である。

⑤このような多様な障害のある児童生徒が小・中学校に就学することを考慮すれば、教職員の理解促進を含め、学校組織として一体的に取り組むことを確保する対応体制の構築、支援計画の作成による関係機関との円滑な連携、外部人材の活用等、障害による教育的支援の必要性が比較的小さい児童生徒に対する総合的な特別支援教育体制の確立が必要である。　小・中学校において、特別支援教育コーディネータ（仮称）の役割は大きく、専門的知識を有する特殊学級や盲・聾・養護学校の教員経験者等がその役割を担うことが期待される。

⑥特殊学級や通級指導教室についても必要な見直しを行いつつ、小・中学校において、障害の多様化を踏まえて柔軟かつ弾力的な対応が可能となるような制度の在り方について、具体的に検討していく必要がある。 

Ⅳ　特別支援教育体制の専門性の強化

①障害のある児童生徒に対して、より質の高い教育を行うために、教員一人一人の教育、相談等の専門性を高めること、学校外の専門家等の人材の活用、組織として一体的な取組を可能とする学校内での支援体制を構築すること、関係機関との有機的な連携協力体制の構築等、特別支援教育体制の専門性の強化に向けた取組が重要である。

②教育のできる学校種を盲・聾・養護学校ごとに特定する現在の特殊教育免許の制度が、近年の児童生徒の障害の重度・重複化、多様化の状況に対応して改善されることは、特別支援教育の実施のための高い専門性を確保する基盤を形成する上で極めて重要であり、改善に向けた審議が進められることを期待する。

③国立特殊教育総合研究所は、特殊教育をめぐる諸情勢の変化等を踏まえ、より質が高く、より社会的要請に対応した研究を効果的に行う必要があり、LD、ADHD、自閉症等の社会的ニーズの高い課題に対し、総合的かつ弾力的に研究に取り組めるような体制整備が必要である。また、研究のみならず、研修等についても、我が国全体を視野に入れて、特別支援教育に関連する事業を総合的に推進していくことが重要である。

④国立久里浜養護学校は、今後は、自閉症の児童生徒の教育研究の場として又は指導や研修の実践の場として機能することにより、我が国の自閉症の児童生徒への教育的対応の確立のため、積極的に貢献していく必要がある。国立大学の法人化が具体化し、同養護学校を含め、国立学校の今後の在り方が問題となっている中で、障害のある子どもの教育について研究実績の豊富な大学の附属学校になる等、自閉症の児童生徒の教育研究を支える学校としての機能が最大限に発揮できるように適切な設置・運営の形態が決定されることを期待する。
  本協力者会議では、これまでの特殊教育の対象だけでなく、その対象でなかったＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症も含めて、障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するため、当該児童生徒に対して、その一人一人の教育的ニーズを把握して、その持てる力を高め、学校における生活や学習上の困難の改善又は克服に向けて適切な教育や指導を通じて必要な支援を行うことを特別支援教育と捉えることとする。 














